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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第27期

第３四半期累計期間
第28期

第３四半期累計期間
第27期

会計期間

自平成25年
　４月１日
至平成25年
　12月31日

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　12月31日

自平成25年
　４月１日
至平成26年
　３月31日

売上高 （千円） 5,685,380 5,895,813 9,000,060

経常利益 （千円） 1,250,233 1,295,213 2,159,540

四半期（当期）純利益 （千円） 794,620 853,760 1,355,064

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 1,069,800 1,069,800 1,069,800

発行済株式総数 （株） 8,760,000 8,760,000 8,760,000

純資産額 （千円） 10,587,179 11,712,089 11,147,500

総資産額 （千円） 11,754,688 13,282,443 13,845,952

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 90.71 97.46 154.69

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 33.00

自己資本比率 （％） 90.07 88.18 80.51

 

回次
第27期

第３四半期会計期間
第28期

第３四半期会計期間

会計期間

自平成25年
　10月１日
至平成25年
　12月31日

自平成26年
　10月１日
至平成26年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 21.87 20.28

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　　　　４．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

　５．当社は、平成25年10月１日を効力発生日として、普通株式１株を300株に分割し、１単元の株式の数を100株

とする単元株制度を採用しております。これに伴い、前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し

て１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

（１）業績の状況

当第３四半期累計期間における我が国経済は、政府・日銀による経済対策及び金融政策を背景に、緩やかな回

復基調を維持しつつも、消費増税の影響等による消費マインドの低下、円安の進行による輸入原材料価格の上昇

など懸念材料も多く、先行きの不透明な状況で推移しました。

国内医療業界においては、平成26年４月１日の診療報酬改定が0.1%のプラス改定であったものの、消費税引き

上げに伴うコスト補填分を除けば実質1.26%のマイナスであることから、この改定による影響を見きわめよう

と、医療施設において設備投資を抑制する動きが見られるなど、厳しい状況が続きました。

このような経営環境の中で、当社では採血管準備装置の主力機種であるBC・ROBO-8000RFID、全自動尿分取装

置UA・ROBO-2000RFIDに加え、健診施設・クリニック向けの卓上型採血管準備装置BC・ROBO 6を前期より製品ラ

インナップに追加し、積極的な販売活動を展開してまいりました。

その結果、当第３四半期累計期間の売上高は5,895,813千円(前年同期比3.7%増加)となりました。

国内市場において、採血管準備装置および消耗品の販売が順調に推移し、売上高は前年同期比増となりました。

また、当第３四半期累計期間の総売上高に対する海外売上高の占める割合は、前年同期比0.8ポイント増加し

7.7%となりました。

利益面に関しては、売上原価の増加により売上総利益は2,936,305千円(前年同期比0.7%減少)、研究開発費の

発生時期がずれ込んだこと等により販売費及び一般管理費は1,641,674千円(前年同期比3.8%減少)となり、営業

利益は1,294,630千円(前年同期比3.6%増加)、経常利益は1,295,213千円(前年同期比3.6%増加)、四半期純利益は

853,760千円(前年同期比7.4%増加)となりました。

 

＜単一セグメント内の品目別販売状況＞

・採血管準備装置

当第３四半期累計期間における採血管準備装置の売上高は2,486,600千円(前年同期比8.2%増加)となりまし

た。

国内市場においては、販売案件を着実に捕捉し、2,288,257千円(前年同期比9.1%増加)となった一方、海外市

場においては、景気の低迷が続く欧州市場において販売が伸び悩んだこと等により、198,343千円(前年同期比

1.2%減少)となりました。

 

・検体検査装置

当第３四半期累計期間における検体検査装置の売上高は322,970千円(前年同期比31.8%減少)となりました。

前期に大手製薬会社向け電解質分析装置のスポット売上があったため、国内市場の売上高は281,732千円(前年

同期比35.7%減少)となりましたが、海外市場では、アジア市場において販売が好調であったことなどから、売上

高は41,238千円(前年同期比15.0%増加)となりました。

 

・消耗品等

当第３四半期累計期間における消耗品等の売上高は3,002,842千円(前年同期比6.7%増加)となりました。

装置の累計販売台数の増加により、消耗品等の売上は国内外ともに堅調な推移を続け、国内市場における売上

高は2,791,137千円(前年同期比5.0%増加)、海外市場における売上高は211,704千円(前年同期比35.0%増加)とな

りました。

 

・その他

当第３四半期累計期間において、その他の売上高は83,400千円(前年同期比14.7%減少)となりました。
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（２）財政状態

当第３四半期会計期間末の総資産の残高は13,282,443千円となり、前事業年度末比563,508千円減少しまし

た。これは主に、売掛金の回収が順調に進んだことにより、売上債権が661,285千円減少したことによるもので

あります。

当第３四半期会計期間末の負債の残高は1,570,354千円となり、前事業年度末比1,128,096千円減少しました。

これは主に、平成26年３月期第４四半期において販売をおこなった製品仕入に係る支払が滞りなく進んだことに

より仕入債務が573,610千円減少したことによるものであります。

当第３四半期会計期間末の純資産の残高は11,712,089千円となり、前事業年度末比564,588千円増加しまし

た。これは配当金の支払いが289,078千円、四半期純利益が853,760千円であったことによるものであります。な

お、自己資本比率は88.2%となり、前事業年度末比7.7ポイント増加しました。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

当第３四半期累計期間の研究開発費の総額は270,219千円であります。また、当第３四半期累計期間におい

て、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 35,040,000

計 35,040,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,760,000 8,760,000
　　東京証券取引所

　　（市場第一部）

単元株式数は100株で

あります。

計 8,760,000 8,760,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年10月１日～

平成26年12月31日
－ 8,760,000 － 1,069,800 － 967,926

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成26年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,759,200 87,592 －

単元未満株式 普通株式 　　　800 － －

発行済株式総数 8,760,000 － －

総株主の議決権 － 87,592 －

（注）当第３四半期会計期間において、単元未満株式41株の買取りをおこなったことにより、単元未満株式に含まれる当

社所有の自己株式数は99株となっております。

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成26年10月１日から平成26

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,119,062 6,412,767

受取手形 783,984 1,085,562

売掛金 3,434,973 2,472,109

商品及び製品 1,543,019 1,345,580

仕掛品 90,757 184,850

原材料及び貯蔵品 68,120 85,675

前払費用 9,984 13,904

繰延税金資産 130,017 73,867

その他 3,967 816

貸倒引当金 △75,348 △73,792

流動資産合計 12,108,540 11,601,343

固定資産   

有形固定資産   

建物 892,800 892,800

減価償却累計額 △435,422 △457,284

建物（純額） 457,377 435,515

構築物 4,077 4,077

減価償却累計額 △3,178 △3,265

構築物（純額） 898 812

機械及び装置 148,500 158,650

減価償却累計額 △10,116 △40,507

機械及び装置（純額） 138,383 118,142

工具、器具及び備品 103,129 101,426

減価償却累計額 △66,907 △66,479

工具、器具及び備品（純額） 36,222 34,947

土地 787,326 787,326

有形固定資産合計 1,420,208 1,376,745

無形固定資産   

特許権 2,025 1,517

商標権 866 716

ソフトウエア 31,478 29,775

電話加入権 1,177 1,177

無形固定資産合計 35,547 33,187

投資その他の資産   

出資金 7,510 7,510

繰延税金資産 148,016 138,953

長期未収入金 65,896 35,746

その他 126,128 124,702

貸倒引当金 △65,896 △35,746

投資その他の資産合計 281,655 271,166

固定資産合計 1,737,411 1,681,099

資産合計 13,845,952 13,282,443
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,492,992 919,382

未払金 175,973 86,491

未払法人税等 518,523 34,449

未払消費税等 19,799 99,245

未払費用 54,321 61,445

預り金 8,673 26,398

賞与引当金 112,000 51,900

役員賞与引当金 29,000 －

その他 1,129 1,168

流動負債合計 2,412,414 1,280,481

固定負債   

役員退職慰労引当金 220,685 236,960

製品保証引当金 56,100 43,592

その他 9,251 9,319

固定負債合計 286,037 289,872

負債合計 2,698,451 1,570,354

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,069,800 1,069,800

資本剰余金 967,926 967,926

利益剰余金 9,109,897 9,674,580

自己株式 △122 △217

株主資本合計 11,147,500 11,712,089

純資産合計 11,147,500 11,712,089

負債純資産合計 13,845,952 13,282,443
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

売上高 5,685,380 5,895,813

売上原価 2,728,753 2,959,508

売上総利益 2,956,627 2,936,305

販売費及び一般管理費 ※２ 1,707,157 ※２ 1,641,674

営業利益 1,249,470 1,294,630

営業外収益   

受取利息 788 820

受取配当金 － 27

その他 623 580

営業外収益合計 1,411 1,429

営業外費用   

支払利息 648 68

保険解約損 － 736

その他 － 42

営業外費用合計 648 846

経常利益 1,250,233 1,295,213

税引前四半期純利益 1,250,233 1,295,213

法人税、住民税及び事業税 403,875 376,240

法人税等調整額 51,737 65,212

法人税等合計 455,612 441,452

四半期純利益 794,620 853,760
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【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

　１　　（売上高の季節的変動要因）

　当社の主力製品である、採血管準備装置等の装置関係の売上高は、通常の営業の形態として、その主

要納入先である医療施設からの受注及び納入要請タイミングとの関係上、通常、第３四半期会計期間に

おいては、他の四半期会計期間に比し売上高が減少する季節的変動があります。

 

※２　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第３四半期累計期間
（自 平成25年４月１日

　　至 平成25年12月31日）

　当第３四半期累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年12月31日）

給与手当 549,997千円 580,822千円

賞与引当金繰入額 14,397 37,731

役員退職慰労引当金繰入額 15,150 16,275

研究開発費 308,556 270,219

貸倒引当金繰入額 71,026 △31,705

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累

計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間

（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

減価償却費 35,356千円 67,516千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年12月31日）

配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日

定時株主総会
普通株式 265,720 9,100 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金

（注）　当社は平成25年９月30日を基準日、平成25年10月１日を効力発生日として、1株につき300株の割合で株式分割を

行っておりますが、上記平成25年６月27日を効力発生日とする配当金については当該株式分割前の株式数を基準に

しております。当該株式分割を考慮した場合、１株当たり配当額は30.33円となります。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自 平成26年４月１日　至 平成26年12月31日）

配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日

定時株主総会
普通株式 289,078 33 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第３四半期累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自平成26

年４月１日　至平成26年12月31日）

 当社は、医療機器及びこれら装置で使用する消耗品の製造、販売を主たる事業とする単一セグメントである

ため、セグメント情報は作成しておりません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間

（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 90円71銭 97円46銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 794,620 853,760

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 794,620 853,760

普通株式の期中平均株式数（株） 8,760,000 8,759,937

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、平成25年10月１日を効力発生日として、普通株式１株を300株に分割し、１単元の株式の数を100株と

する単元株制度を採用しております。これに伴い、前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１

株当たり四半期純利益金額を算定しております。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年２月10日

株式会社テクノメディカ

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　保範　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 阪田　大門　　印

 

 
　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社テク
ノメディカの平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までの第２８期事業年度の第３四半期会計期間（平成２６年
１０月１日から平成２６年１２月３１日まで）及び第３四半期累計期間（平成２６年４月１日から平成２６年１２月３１
日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを
行った。
 
四半期財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に
表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論
を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四
半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ
る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社テクノメディカの平成２６年１２月３１日現在の財政状態及び同日を
もって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認
められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１.　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　２.　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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